
春の火災予防運動 

3月 1日（火）から 3月 7日（月）までの間、管轄地域内において、春の火災予防運動を実施しました。この運

動は、火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、地域住民に火災予防について見直していただき、火災の発生

を防止し、火災による死者を減少させるとともに、財産の損失を防止することを目的としています。 

これからの季節は、空気が乾燥し、風が強くなります。当消防本部が広報で注意を呼び掛けているときは、ご

家庭での火の取扱いには十分注意していただき、たき火など屋外での火の取扱いは控えていただくようお願い

します。 

令和 4年に入り、全国では住宅火災が多く発生して 

います。住宅火災の主な原因は、暖房器具やコンロの 

使用時や、火の消し忘れによるもので、十分注意して 

火災発生予防を心がけましょう！ 

また、毎年 3月から 5月にかけ、山火事が多い季節 

になります。主な発生原因は、たき火や火入れが大半を 

占めています。火の始末の徹底、初期消火の準備など 

火災発生を未然に防ぎましょう！ 
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災害・救急活動状況（令和4年3月31日現在） 

種 別 本 年 昨年同期 対比 

火 災 4件 3件 ＋1 

救 急 403件 340件 ＋63 

救 助 4件 1件 ＋3 

ヘリ誘導 9件 11件 △2 

その他 6件 8件 △2 

 

消防長・消防署長退任式 

３月３１日（木） 谷口消防長、水野消防署長、瀧口南分署長 

が定年退職に伴い、退任されました。 

御三方は平成２年に木曽広域行政事務組合に採用となり、 

木曽広域消防本部設立に関わり、現在まで 32年間、木曽の 

消防のためにご尽力いただきました。 

長年の御苦労に敬意と感謝を申し上げるとともに、引き続 

き健康に留意され、ますます御活躍されることをご祈念いた 

します。 

空気が乾燥し、強い風が吹く季節です。火の取扱いには十分注意しましょう！ 

 全国統一防火標語 「お出かけは マスク戸締り 火の用心」 

 

 


